
天界232 宇宙を観る，人生を観る 291

プトの暦法で，一年を365日とする標準暦は，マクノ1トン氏は比較的後代の

tとだとしてみるが，困れは1怪しい．むしろ，エジプトの第五第六王朝時代IC

虻の暦法の記載があり，・又，第6王朝のPepi第二世のピラミド文書中にも明

瞭に5祭日の記鋒がある．多くのエジプト學者は，此の365ケ日の標準暦法を・

むしろ王朝以前と見てみる．

　尚ほ，今後，どんな意見が同誌上に獲表されるか，判らないけれど，しかし，

大刷に於いて，“天秤星座”なるものは，バ・ビン以來，永く“蝸座”の一部の

やうに取り扱はれ，猫立したのは比較的後代であるtとだけは疑ぴないやうで

ある．

　上に書いたエジプトの“トvミ1王朝”といふのは，紀元前323年にアレキ

サンダ大王が死して後に起つたPtolemy第一世（Soter）以後，クレオパトラ

女王（前30年死）に至るまで，前後293ケ年間を言ふのであるが，此の間に15代目

王が交代してみる．天：文史上には，ギリシャ天文學の完成者としてClaudius

Ptolemyといふ大幸者があるが，之れとエジプト王とは別人である．伺ほ・

このトレミ1王朝の人物中，多少でも天’文に二連するのは，トVミ1第三世

（Euergetes，紀元前246－221年治世），の王妃Bereniceであらう・今も伺ほ吾

々が用みてみる星座の中にComa　Berenices（ペレ’＝スの髪）といふのがある

が，泊れは王妃ペレニスがトレ’ミ1王のシリや遠征の戦勝を紳かけて所って，

ZephyriumのArsino6　Aphrodite聯に二軸念として捧げた髪であると傳へら

れ，示語中から此の髪が盗まれたので，サモス島の天文二者C・n・nが，天室

を指して，星座中に此の“髪”を見出したといふことになってみる．

　黄道に12ケ月の星座が列ぶやうになった以前に，只の6ケの星座がバロビン

によって認められてみたことが一般に信ぜられてるる．其れは，“牛”と“蟹”と

（｛

ｳ女’tと“蜴”と“山羊”と“魚”とであったといふ．

　　　　　　　　　　　欧州載量申の天・女學

　四丁のため，書物や研究報告書は來ないし，諸所の學會も休日の状態である・

只，今日，観測をし得る微妙な地位にあるのは（日本やアメ．リカのほかは）・ベ

ルギ1と，ロシヤと，・fS，リヤのみとV・ふ有様に，初めの間は見えた．しかる

に，1戦雫も四郷たって，激しい職闘が國内に展開しない様子に多少安心したも

のか？ドイツあたりでも，やはり可なり良い観測や研究をやってみるし，諸報

告や，書物なども出してhる．英佛あたりも亦此の黒占に於いて負けてみない．

不思議と言へば，不思議な職孚である．


